
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１９年６月９日                NO,６０９ 

 

  砂川のお不動様 

 姓氏が同じ家が集まって同じ 

信仰を持つことを同族信仰とい 

い、一族の結束を固めるうえで 

重要な役割を果たしていたと考 

えられています。 

 砂川の石田一家では、不動様を同族の祭神として祀り、お

堂は墓地のなかにあり、貞享５年（１６８８）や万延元年（１

８６０）の庚申塔、天明２年（１７８２）の百番供養塔、六

地蔵などがあります。 

 お堂には何枚もの棟札が残されていたようで、最も古いも

のは明和 8 年（１７７１）3 月のものだったといわれ、猟

師が鉄砲で的を射た額も上げられていたようです。 

明治３３年（１９００）の砂川には、１１人の猟師がいて、

当時の赤城根村では根利のつぎに猟師が多かったようです。 

輪久原の道切 

 道切は、八丁締めとも言われ、厄神除け、疫病除けとして

村の入り口に大きな草履を長い縄

で吊したもので、群馬県や栃木県に

多く見られる風習だと言われてい

ます。 

            輪久原の入り口には、今も道切の

草履が吊されています。 
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財
政
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問
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務
省
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政
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等
審
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、
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国
保
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財
政
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営
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主
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題
の
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に
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、
国
民
健
康
保
険
税
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住
民
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市
町
村
独
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繰
り
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れ
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せ
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健
康
保
険
税
の
引
き
上
げ
へ
自
治
体
に
圧
力
を
か
け
る
議
論
を
す
す
め
て
い
ま
す
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高
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る
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に
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る
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き
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に
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れ
て
い
ま
す
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所
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多
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協
会
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ぽ
」
な
ど
他
の
医
療
保
険
と
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べ
高
く
、
全
国
知
事
会
な
ど
は
国
か
ら
の
公
費
投
入
を
増
や
し
国
保
税
を
引
き
下
げ
る

こ
と
を
要
望
し
、
１
兆
円
を
投
入
す
れ
ば
年
収
３
８
０
万
円
の
４
人
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帯
で
全
国
平
均

約
１５
万
円
引
き
下
げ
ら
れ
、
国
の
国
保
へ
の
財
政
投
入
こ
そ
が
必
要
で
す
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 10 月から予定されている消費税の増税にあわせ、低所得者（介護保険

料所得段階区分の第 1 段階～第 3 段階）の介護保険料を引き下げる条例

改正が 6 月定例市議会に提案されました。 

介護保険料の引き下げは、今年度と来年度の 2 ヶ年おこなわれ、第 1   

段階は 33,400 円を今年度は 27,800 円、来年度

は 22,200 円に、第 2 段階は 52,000 円を今年度

は 42,700 円、来年度は 33,400 円に、第 3 段階

は 55,700 円を今年度は 53,800 円、来年度は

52,000 円に引き下げられる予定です。 

 上原町自主防災会は 5 月 31 日に総会を開き、今年度

の事業や救出・救護班や避難誘導班、給水給食班などの

組織体制を決めました。 

 総会後には、市防災対策課の石坂防災専門官による講

演会がおこなわれました。 

 講演会では、災害発生時に地 

域での取り組みと防災意識を日 

ごろから一人一人が持つことの 

大切さが話されました。 

 今回で第 6 回目となる「上之町なかみち祭」が 2 日、

上之町会館や会館前の道路で開かれました。 

 会館前の道路では、バラの展示や苗の販売、ＪＡ利根

沼田による野菜販売、上之町商店街のライスカレーやレ

モンうどんなどの屋台が並び、多くの人が訪れました。 

 上之町会館では、「ぞ

う列車がやってきた」

やバンド演奏、祇園囃

子など多彩な出演者が

参加した、「バラのコン

サート」も開かれまし

た。 

 憲法をくらしに生かす県政の会は、7 月の知事選挙の候補者として石田

清人さんを発表しました。 

 石田さんは 5 月 31 日に開かれた、利根沼田地区の「知事選勝利スター

ト集会」で、学校給食費の無料化や医師の 

確保と過疎地域への医師派遣、デマンド交 

通の推進で車がなくても安心してくらせる 

まちづくりなどの政策を語りました。 

 集会では、教育関係者や新婦人、沼田民 

商の団体などから、くらしと憲法・平和を 

守る県政に変えようと訴えがされました。 

 

 


